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北
海
道
森
林
管
理
局
に
お
け
る
人
工
林
の
資
源
量
と

今
後
の
木
材
供
給
量
の
見
通
し
に
つ
い
て

世
界
有
数
の
森
林
国
と
い
わ
れ
て
い
る

日
本
。
そ
の
国
土
面
積
の
約
7
割
は
森
林

で
す
。
そ
し
て
、
森
林
の
約
3
割
に
あ
た

る
約
７
５
８
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
「
国
有
林

野
」
で
す
。
国
有
林
野
は
全
国
各
地
に
広

が
り
、
そ
の
多
く
は
奥
地
の
急
峻
な
山
地

や
水
源
地
域
に
あ
っ
て
、
良
質
な
水
の
供

給
、
土
砂
災
害
の
防
止
・
軽
減
、
地
球
温

暖
化
の
防
止
、
生
物
多
様
性
の
保
全
な
ど

私
た
ち
が
生
活
し
て
い
く
う
え
で
大
変
重

要
な
働
き
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
国
有
林
野
が
公
益
的
機
能
の
維

持
増
進
の
た
め
の
役
割
を
担
う
一
方
、
日
本
に

お
け
る
林
産
業
の
発
展
に
寄
与
す
る
た
め
、
国

有
林
に
お
け
る
林
産
物
を
持
続
的
か
つ
計
画
的

に
供
給
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
な
役
割
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
北
海
道
森
林
管
理
局
で
は
、
北
海

道
の
国
有
林
に
お
け
る
今
後
の
木
材
供
給
量
の

見
通
し
を
推
計
し
て
み
ま
し
た
。
（
図
１
）

こ
の
グ
ラ
フ
の
数
値
は
、
１
年
間
の
伐
採
量

の
5
年
ご
と
の
平
均
値
を
表
し
て
お
り
、
オ
レ

ン
ジ
色
は
実
績
値
、
青
色
は
、
平
成
23
年
度
の

林
政
審
国
有
林
野
部
会
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
伐

採
計
画
量
を
推
計
し
た
見
込
値
と
な
っ
て
い
ま

す
。北

海
道
国
有
林
の
人
工
林
は
本
格
的
な
主
伐

期
へ
入
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
ま
た
資
源
構
成

は
、
図
２
に
示
す
と
お
り
、
30
年
生
～
60
年
生

付
近
に
極
端
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、

今
後
主
伐
を
計
画
的
に
行
い
、
時
間
を
か
け
て

齢
級
構
成
の
平
準
化
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
背
景
に
、
今
後
の
伐
採
量

の
見
通
し
は
、
平
成
25
～
29
年
の
間
の
年
間
計

画
伐
採
量
１
６
８
万
㎥
に
対
し
、
将
来
的
に

は
、
年
間
２
４
０
万
㎥
に
ま
で
増
加
さ
せ
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
見
通
し
て
い
ま
す
。

渓畔林

（石狩森林管理署管内）

H20～H24
(実績)

H25～H29 H30～H34 H35～H39 H40～H44 H45～H49 H50～H54

115

168

231 234 237 240 242(単位:万m3)

※それぞれの数値は、各期間ごとの年平均値を表しており、H20～H24は実績値（国有林野事業
統計書）、それ以降は林政審国有林野部会 （H23.5.20 「今後の収穫量の見通し」）をもと
に、現行の伐採計画量や、人工林資源状況を勘案し推計した見込み値。

図１ 北海道森林管理局における木材供給量の見通し
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23
年
度
～
27
年
度
に
分
け
て
記
載
し
て
い

ま
す
。

こ
の
表
か
ら
み
る
と
、
平
成
23
年
度
か

ら
27
年
度
の
年
平
均
蓄
積
の
増
加
量
は
人

工
林
だ
け
で
も
２
９
８
万
㎥
ず
つ
増
加
し

て
い
る
状
況
で
あ
り
、
今
後
平
成
30
年
度

以
降
の
年
平
均
伐
採
量
が
最
大
と
な
る
２

４
２
万
㎥
を
上
回
っ
て
い
る
状
況
で
す
が
、

先
に
説
明
し
た
と
お
り
、
現
在
の
偏
っ
た

齢
級
構
成
を
改
善
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、

人
工
林
全
体
が
高
齢
化
し
、
将
来
的
に
は

成
長
量
が
極
端
に
下
が
っ
て
し
ま
う
こ
と

が
危
惧
さ
れ
ま
す
。

日
本
の
林
業
は
現
在
、
担
い
手
不
足
等

難
し
い
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
北
海
道
森

林
管
理
局
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
へ

の
対
策
の
一
つ
と
し
て
、
北
海
道
国
有
林

に
は
人
工
林
を
中
心
と
し
て
将
来
に
わ

た
っ
て
安
定
的
に
木
材
を
供
給
で
き
る
資

源
量
が
あ
る
こ
と
を
事
業
体
の
皆
様
に
お

知
ら
せ
し
、
木
材
の
生
産
・
流
通
体
制
の

整
備
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
努

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
国
有
林
は
森
林
の
多
面

的
な
機
能
の
維
持
増
進
や
民
有
林
と
の
連

携
、
林
業
の
低
コ
ス
ト
化
に
向
け
た
技
術

開
発
等
に
よ
り
民
有
林
の
経
営
支
援
に
取

り
組
む
な
ど
、
日
本
の
森
林
・
林
業
再
生

へ
貢
献
し
て
い
く
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

一
方
、
北
海
道
の
国
有
林
に
お
け
る
資

源
量
は
、
表
１
の
と
お
り
で
す
。
こ
の
表

は
、
平
成
18
年
度
～
28
年
度
ま
で
の
各
年

度
の
人
工
林
及
び
天
然
林
別
の
蓄
積
量
と

と
も
に
、
最
下
行
に
、
各
年
度
の
伐
採
量

を
示
し
て
い
ま
す
。

更
に
各
蓄
積
量
の
下
に
、
人
工
林
と
天

然
林
そ
れ
ぞ
れ
の
年
平
均
の
蓄
積
増
加
量

に
つ
い
て
、
平
成
18
年
度
～
22
年
度
、

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

1600

1800

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 1819+

図２ 現在の人工林資源の樹齢級別配置（資源量）

※数値は「森林資源の現況（平成24年度版）」から引用
※50年生を超えた（11齢級以上）あたりから主伐期へと入る（オレンジ色の部分）

(齢級)

(万m3)

表１ 北海道におけるH18～H28年度の国有林蓄積と伐採実績の推移

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

人工林蓄積
6,266 6,439 6,527 6,858 6,930 7,197 7,423 7,719 8,067 8,235 8,689 

H18～H22 年平均蓄積増加量 186万㎥ H23～H27 年平均蓄積増加量 298万㎥

天然林蓄積
30,114 30,343 30,492 31,103 31,376 31,470 31,724 32,077 32,717 32,793 33,109 

H18～H22 年平均蓄積増加量 271万㎥ H23～H27 年平均蓄積増加量 328万㎥

総計
36,381 38,330 37,019 37,961 38,306 38,667 39,147 39,796 40,784 41,028 41,797 

H18～H22 年平均蓄積増加量 457万㎥ H23～H27 年平均蓄積増加量 626万㎥

伐採量
116 109 97 104 107 130 137 139 143 144 

179
（※）

H18～H22 年平均伐採量 107万㎥ H23～H27 年平均伐採量 139万㎥

※H28年度における伐採量は森林計画における年平均伐採量。
※その他各年度の伐採量および資源蓄積量は国有林野事業統計書による。

(単位:万m3)
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背
景 

 

北
海
道
の
人
工
林
は
、
高
齢
級

の
人
工
林
が
増
え
、
利
用
期
を
迎

え
て
い
ま
す
。 

 

今
後
、
主
伐
再
造
林
の
事
業
が

増
え
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
伐
採

後
の
再
造
林
を
積
極
的
に
行
う
た

め
に
も
森
林
施
業
の
省
力
化
・
低

コ
ス
ト
化
を
進
め
る
こ
と
が
必
要

と
な
り
ま
す
。 

 

当
署
の
恵
庭
・
千
歳
地
域
は
平

坦
な
場
所
が
多
い
こ
と
か
ら
こ
れ

ま
で
森
林
施
業
の
省
力
化
・
低
コ

ス
ト
化
に
向
け
た
取
組
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
の
で
そ
の
内
容
を
紹

介
し
ま
す
。 

一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
に
末
木
枝
条

販
売
を
組
み
合
わ
せ
た
取
組 

 

一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
（
※
１
）

で
使
用
し
た
グ
ラ
ッ
プ
ル
や
フ
ォ

ワ
ー
ダ
を
末
木
枝
条
〈
※
２
〉
の

積
込
み
や
運
搬
に
利
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
追
加
の
費
用
を
抑
え
つ

つ
、
販
売
に
よ
る
収
入
の
増
、
さ

ら
に
は
末
木
枝
条
が
無
く
な
る
こ

と
に
よ
る
地
拵
え
の
省
力
化
を
目

的
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。 

 

末
木
枝
条
を
効
率
よ
く
収
集
す

る
た
め
、
森
林
作
業
道
を
伐
採
帯

の
中
央
に
設
置
し
、
伐
採
時
に
伐

倒
方
向
を
森
林
作
業
道
側
に
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
に
よ
り
、
造

材
時
点
で
末
木
枝
条
を
森
林
作
業

道
沿
い
に
集
め
る
こ
と
が
で
き
、

移
動
も
少
な
く
、
土
も
付
か
ず
、

搬
出
し
や
す
い
状
況
を
作
り
出
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

コ
ン
テ
ナ
苗
を
活
用
し
た
取
組 

▼
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
を
進
め
る

た
め
に
、
コ
ン
テ
ナ
苗
の
夏
期
植

栽

を

実

施

し

た

と

こ

ろ

、

活
着
率
は
９４
～
１
０
０
％
に
な

り
、
良
好
な
結
果
が
得
ら
れ
ま
し

た
。

▼
早
期
成
長
が
期
待
で
き
る
ク
リ

ー
ン
ラ
ー
チ
大
苗
の
コ
ン
テ
ナ
苗

を
植
栽
し
ま
し
た
。
平
成
２７
年
度

は
夏
期
植
栽
の
活
着
と
下
刈
の
省

力
化
を
、
平
成
２８
年
度
は
植
生
が

ク
マ
イ
ザ
サ
矮
性
の
箇
所
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
無
地
拵
、
無
下
刈

で
成
林
の
可
能
性
を
検
討
し
ま
し

た
。

平
成
２７
年
度
の
箇
所
は
、
活
着

率
９６
％
、
機
械
地
拵
と
の
組
み
合

わ
せ
に
よ
り
平
成
２９
年
の
下
刈

１
回
で
済
み
ま
し
た
。 

 

平
成
２８
年
度
の
箇
所
は
、
秋
植

で
根
付
き
が
不
十
分
だ
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
風
倒
が
発
生
し
た
り
、

約
２５
％
の
折
れ
曲
が
り
の
雪
害

が
発
生
し
、
今
後
の
検
討
課
題
と

な
り
ま
し
た
。 

▼
植
付
作
業
の
効
率
化
を
図
る
た

め
に
、
コ
ン
テ
ナ
苗
植
付
用
に
改

造
し
た
ア
ー
ス
オ
ー
ガ
で
植
付
を

実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
従
来
の
植
栽
方
法

で
は
１
日
３
人
の
組
み
合
わ
せ
で

約
１
，
３
５
０
本
で
あ
っ
た
も
の

が
、
１
日
１
，
５
０
０
本
程
度
植

付
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

植
え
穴
の
深
さ
が
一
定
に
調
整
が

可
能
と
な
る
た
め
、
経
験
不
足
に

よ
る
枯
れ
や
植
え
直
し
な
ど
の
リ

ス
ク
が
な
く
な
る
、
な
ど
の
メ
リ

ッ
ト
が
確
認
で
き
ま
し
た
。 

今
後
の
展
開 

 

こ
れ
ら
の
取
組
の
成
果
と
、
継

続
調
査
の
デ
ー
タ
等
の
蓄
積
及
び

更
な
る
取
組
等
を
実
施
し
、
得
ら

れ
た
成
果
を
意
見
交
換
会
や
現
地

検
討
会
な
ど
で
情
報
を
発
信
し
、

民
有
林
等
へ
の
普
及
や
国
有
林
で

の
標
準
仕
様
化
へ
つ
な
げ
、
最
終

的
に
は
、
森
林
施
業
の
省
力
化
・

低
コ
ス
ト
化
を
進
め
、
林
業
が
成

長
産
業
化
す
る
取
組
に
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。 

森林作業道作設位置の改善 

クリーンラーチの大苗

コンテナ苗植付用部品を

取り付けたアースオーガ

※１一貫作業システム：伐採から植栽までを一体的に行う作業システムで、コストの低減につながる
※２末木枝条（すえきしじょう）：伐採した樹木の梢や枝等の部分をいう。 ４



上
磯
森
林
事
務
所
は
、
函
館
市

の
と
な
り
、
北
海
道
で
２
番
目
の

新
幹
線
の
駅
「
新
函
館
北
斗
駅
」

が
あ
る
北
斗
市
に
所
在
し
、
上
磯

担
当
区
５
，
７
１
５
ha
、
茂
辺
地

担
当
区
７
，
３
８
２
ha
、
大
野
担

当
区
５
，
５
７
４
ha
の
合
計
１
８
，

６
７
１
ha
の
国
有
林
を
管
轄
し

て
い
ま
す
。 

  

事
務
所
の
特
徴
と
し
て
、
函
館

の
観
光
地
五
稜
郭
公
園
の
近
隣
に

五
稜
郭
風
致
保
安
林
、
恵
山
地
区

に
恵
山
自
然
休
養
林
、
函
館
山
の

山
麓
と
国
有
林
が
点
在
し
て
い
る

こ
と
で
す
。 

 

五
稜
郭
風
致
保
安
林
（
※
１
）

は
保
健
保
安
林
（
※
２
）
も
兼
種

し
て
い
ま
す
。
函
館
市
の
ほ
ぼ
真

ん
中
に
樹
高
２０
ｍ
を
こ
え
る
ヤ

チ
ダ
モ
が
植
栽
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
２８
年
８
月
３１
日
の
台
風
１０

号
で
は
、
保
安
林
内
の
ヤ
チ
ダ
モ

の
枝
が
風
で
飛
び
、
民
家
や
乗
用

車
に
被
害
が
で
た
り
、
平
成
２８
・

２９
年
に
は
、
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト

リ
の
幼
虫
が
大
量
発
生
し
、
近
隣

の
民
家
や
学
校
の
壁
が
見
え
な
く

な
る
ほ
ど
張
り
付
き
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
、
地
域
で

話
し
合
っ
て
、
平
成
２８
年
度
か
ら

ヤ
チ
ダ
モ
の
剪
定
を
積
極
的
に
行

い
、
強
風
等
で
の
被
害
の
軽
減
に

向
け
て
対
応
し
て
い
ま
す
。 

（
※
１
）
「
風
致
保
安
林
」 

名
所
や
旧
跡
、
趣
の
あ
る
景
色

な
ど
を
保
存
す
る
保
安
林 

（
※
２
）
「
保
健
保
安
林
」 

森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動

の
場
と
し
て
、
生
活
に
ゆ
と
り

を
提
供
し
、
空
気
の
浄
化
や
騒

音
の
緩
和
に
よ
り
生
活
環
境
を

守
る
保
安
林 

 

恵
山
自
然
休
養
林
は
、
道
南
・

渡
島
半
島
の
南
東
部
、
亀
田
半
島

の
先
端
に
位
置
し
、
恵
山
及
び
こ

れ
に
連
な
る
海
向
山
の
麓
に
広
が

る
国
有
林
で
、
一
帯
は
恵
山
道
立

自
然
公
園
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。 

 

恵
山
（
標
高
６
１
８
ｍ
）
は
低

標
高
な
が
ら
高
山
植
物
が
豊
富
で

多
く
の
登
山
者
が
入
林
し
て
い
ま

す
。
ま
た
標
高
３
０
０
ｍ
ほ
ど
の

地
点
の
火
口
原
「
賽
の
河
原
」
に

は
数
々
の
噴
気
口
や
火
山
噴
出
物

が
広
が
り
、
独
特
の
景
観
を
創
り

出
し
て
い
ま
す
が
、
入
林
の
際
は

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

道
南
の
森
林
の
特
徴
と
し
て
、

道
内
で
は
め
ず
ら
し
い
ブ
ナ
が
生

育
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
広
葉
樹

を
含
め
森
林
の
健
全
な
成
長
に
少

し
で
も
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
い
ま

す
。 現

場
業
務
は
、
国
有
林
の
巡
視
、

森
林
の
成
長
量
調
査
、
造
林
請
負

事
業
の
監
督
・
検
査
、
林
道
巡
視

な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
ま
た
、

函
館
市
の
近
郊
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
市
民
等
か
ら
の
苦
情
も
多
い

森
林
事
務
所
で
す
が
、
反
面
都
市

近
郊
林
の
楽
し
み
も
多
く
、
忙
し

い
な
が
ら
も
楽
し
い
毎
日
を
送
っ

て
い
ま
す
。 

檜山森林管理署 

上磯森林事務所 

首席森林官 入澤 義彦 

こ ん に ち は 森 林 官 です! 

○

五
稜
郭
風
致
保
安
林

○

お
わ
り
に

新函館北斗駅

五稜郭のヤチダモ 
剪定前（奥） 剪定後（手前）

学校にかぶったヤチダモ（奥）と
剪定後（手前）

○

森
林
事
務
所
の
概
要

○

恵
山
自
然
休
養
林

恵山 遠景

恵山 権現堂コース

５



今
回
は
、
標
茶
町
雷
別
地
区

国
有
林
に
お
い
て
当
セ
ン
タ
ー

が
取
り
組
ん
で
い
る
ト
ド
マ
ツ

高
齢
級
人
工
林
の
集
団
枯
損
跡

地
で
、
こ
の
地
本
来
の
天
然
林

に
復
活
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
雷
別
地

区
自
然
再
生
事
業
を
ご
紹
介
い

た
し
ま
す
。 

 

こ
の
取
組
は
、
過
去
に
損
な

わ
れ
た
自
然
環
境
を
取
り
戻
す

た
め
、
地
域
の
多
様
な
主
体
が

参
加
し
て
、
自
然
環
境
の
保
全
、

再
生
、
創
出
等
を
行
う
「
自
然

再
生
推
進
法
」
（
平
成
15
年
11

月
22
日
法
律
第
１
４
８
号
）
に

基
づ
き
、
地
域
の
方
々
の
ボ
ラ

ン
テ
ア
活
動
の
協
力
を
受
け
な

が
ら
森
林
再
生
を
行
っ
て
い
る

も
の
で
す
。 

平
成
29
年
度
、
新
た
に
西
松

建
設
（
札
幌
支
社
）
と
同
社
協

力
企
業
で
つ
く
る
Ｎ
ネ
ッ
ト
、

更
に
、
釧
路
工
業
高
等
専
門
学

校
（
以
下
、
釧
路
高
専
。
）
の
生

徒
と
共
同
で
９
月
16
日
（
土
）

に
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。 

 

Ｎ
ネ
ッ
ト
は
地
域
社
会
と

の
連
携
や
環
境
保
全
を
進
め
る

企
業
の
社
会
的
責
任
（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）

活
動
の
一
環
と
し
て
取
り
組
み
、

釧
路
高
専
で
は
同
校
の
卒
業
生

が
関
連
企
業
に
就
職
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
活
動
に
賛
同
し
共

同
で
の
実
施
と
な
っ
た
と
こ
ろ

で
す
。 

当
日
の
参
加
者
は
50
名
で
、

現
地
ま
で
約
１
時
間
の
移
動
時

間
を
利
用
し
て
、
バ
ス
中
で
、

明
治
以
降
の
開
拓
に
よ
り
釧
路

湿
原
の
環
境
が
急
速
に
悪
化
し
、

こ
れ
に
伴
い
湿
原
面
積
が
減
少

し
て
い
る
こ
と
や
森
林
の
持
つ

公
益
的
機
能
を
発
揮
さ
せ
る
こ

と
に
よ
り
湿
原
の
環
境
悪
化
を

予
防
で
き
る
な
ど
の
森
林
環
境

教
育
を
行
な
い
ま
し
た
。 

こ
の
日
の
た
め
に
ハ
ル
ニ

レ
・
ヤ
チ
ダ
モ
・
ミ
ズ
ナ
ラ
の

苗
木
合
計
１
８
０
本
と
野
生
動

物
に
よ
る
食
害
を
防
止
す
る
ツ

リ
ー
シ
ェ
ル
タ
ー
を
用
意
し
ま

し
た
。
植
栽
に
あ
た
っ
て
は
、

長
年
に
渡
っ
て
こ
の
地
区
で
自

然
再
生
活
動
を
行
っ
て
い
る
ド

ン
グ
リ
倶
楽
部
の
会
員
に
よ
る

植
栽
指
導
等
の
協
力
を
得
な
が

ら
取
り
組
み
ま
し
た
。 

参
加
し
た
皆
さ
ん
は
ス
コ
ッ

プ
や
ク
ワ
を
手
に
、
汗
を
か
き

な
が
ら
土
を
掘
り
起
こ
し
１
本

１
本
丁
寧
に
苗
木
を
植
え
、
更

に
、
植
栽
し
た
苗
木
を
エ
ゾ
ユ

キ
ウ
サ
ギ
等
の
野
生
動
物
の
食

害
か
ら
守
る
た
め
に
ツ
リ
ー
シ

ェ
ル
タ
ー
も
設
置
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
生
徒
達
も
作
業
前
や

休
憩
時
は
ふ
ざ
け
て
い
る
場
面

も
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
一
旦
作

業
が
始
ま
る
と
集
中
し
た
取
り

組
み
姿
勢
が
見
ら
れ
、
予
定
よ

り
早
い
時
間
で
作
業
が
終
了
し

ま
し
た
。 

こ
れ
ま
で
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、

釧
路
市
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
り
再
生
事
業
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
が
、
今
回
初
め
て
、

企
業
や
学
校
と
連
携
し
て
取
り

組
み
ま
し
た
。
Ｎ
ネ
ッ
ト
は
企

業
の
社
会
的
貢
献
活
動
が
実
践

で
き
た
こ
と
、
釧
路
高
専
で
は
、

生
徒
は
自
然
環
境
学
習
を
現
場

で
体
験
で
き
た
こ
と
、
当
セ
ン

タ
ー
で
は
事
業
の
実
施
者
が
増

え
た
こ
と
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
成
果
が
得
ら
れ
た
こ
と
か

ら
、
次
年
度
以
降
も
引
き
続
き

取
り
組
ん
で
い
く
予
定
で
す
。 

釧路湿原森林ふれあい推進センター 

ＣＳＲ活動に参加した皆さん 

ドングリ倶楽部の会員に
よる植樹指導 

植樹作業に精を出す 
釧路高専の生徒達 

は
じ
め
に 

新
た
な
取
組 

今
後
に
つ
い
て 
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【
胆
振
東
部
署
】 

２
月
25

日
、
白
老
町
に
あ
る
ポ
ロ
ト
自
然

休
養
林
で
白
老
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
愛
好
会
主
催
（
共
催 

 

ポ
ロ
ト
自
然
休
養

林
保
護
管
理
協
議
会
、
胆
振
東
部
森
林
管
理

署
）
に
よ
る
カ
ン
ジ
キ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

当
日
は
、
８
歳
の
小
学
生
２
名
を
含
む
24

名
が
参
加
し
、
中
に
は
ナ
ラ
の
曲
げ
木
の
カ

ン
ジ
キ
を
初
め
て
見
る
方
や
幼
い
頃
履
い
て

い
た
雪
輪
や
カ
ン
ジ
キ
の
思
い
出
話
を
す
る

参
加
者
も
い
ま
し
た
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
終
了
後
、
昼
食
と
な
り
温

か
い
豚
汁
が
振
る
舞
わ
れ
、
そ
の
後
、
当
署

職
員
に
よ
る
講
話
を
行
な
い
ま
し
た
。
最
初

に
、
紅
葉
が
綺
麗
な
10
月
に
ポ
ロ
ト
湖
周
辺

を
ド
ロ
ー
ン
で
上
空
か
ら
撮
影
し
た
映
像
を

署
長
よ
り
紹
介
し
、
次
に
当
署
職
員
よ
り
「
ポ

ロ
ト
の
森
の
身
近
な
樹
種
の
生
存
戦
略
（
ド
ン

グ
リ
の
仲
間
編
）」
と
題
し
、
ド
ン
グ
リ
の
木
と

ド
ン
グ
リ
を
餌
に
す
る
動
物
と
の
関
係
を
、
色

鉛
筆
で
描
い
た
イ
ラ
ス
ト
を
交
え
、
説
明
し
ま

し
た
。 

参
加
者
か
ら
は

「
知
識
を
高
め
る

こ
と
が
で
き
、
大

変
勉
強
に
な
っ
た
」
、

「
孫
に
も
教
え
た

い
」
、
「
茶
会
の
席
等

で
話
題
に
し
た
い
」

な
ど
の
感
想
を
頂

き
ま
し
た
。

【
東
大
雪
支
署
】 

３
月
13
日
、
屈
足
南
小
学
校
の
３
、
４
年

生
（
13
名
）
を
対
象
に
森
林
環
境
教
育
を
実

施
し
ま
し
た
。 

昨
年
７
月
に
行
っ
た
生
産
現
場
の
見
学
後
、

児
童
か
ら
感
想
と
と
も
に
ア
ン
コ
ー
ル
を
望

む
手
紙
が
届
き
、
そ
の
声
に
応
え
た
い
と
い

う
思
い
か
ら
今
年
度
２
回
目
の
実
施
が
実
現

し
ま
し
た
。 

今
回
は
、
自
然
と
生
き
物
と
の
関
わ
り
に

つ
い
て
学
習
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
自

分
の
背
中
の
カ
ー
ド
に
書
か
れ
た
生
き
物
が

何
で
あ
る
か
を
、
周
り
の
人
か
ら
の
ヒ
ン
ト

を
も
と
に
当
て
る
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
「
私

は
誰
で
し
ょ
う
」
を
行
い
、
生
き
物
の
棲
み

家
や
特
徴
な
ど
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。 

次
に
、
「
ネ
イ
チ
ャ
ー
ル
ー
プ
」
を
行
い
、

カ
ー
ド
に
書
か
れ
た
も
の
同
士
が
ど
の
よ
う

な
関
わ
り
を
持
ち
な
が
ら
繋
が
っ
て
い
る
の

か
を
話
合
い
ま
し
た
。
最
後
に
、「
マ
イ
箸
づ

く
り
」
を
行
い
ま
し
た
。
自
分
だ
け
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
箸
が
完
成
し
て
、
児
童
か
ら
は
「
今

日
の
給
食
で
す
ぐ
使
い
た
い
」「
大
切
に
す
る
」

と
い
う
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

今
後
も
教
育 

機
関
と
連
携
を 

図
り
な
が
ら
、 

林
業
の
大
切
さ 

や
自
然
の
楽
し 

さ
を
伝
え
て
い 

き
た
い
と
思
い 

ま
す
。 

 【
東
大
雪
支
署
】 

２
月
28

日
、
糠
平
小
学
校
に
お
い
て
、

糠
平
グ
リ
ー
ン
ク
ラ
ブ
の
解
団
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

糠
平
グ
リ
ー
ン
ク
ラ
ブ
は
、
糠
平
小
学

校
の
全
校
児
童
（
６
名
）
で
結
成
さ
れ
て

お
り
、
糠
平
地
域
の
自
然
保
護
と
団
員
の

健
康
な
身
体
と
健
全
な
精
神
を
養
う
こ
と

を
目
的
に
昭
和
47
年
か
ら
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。 

毎
年
４
月
に
、
新
入
生
等
新
た
な
メ
ン

バ
ー
で
結
団
式
を
行
い
、
３
月
に
そ
の
年

度
の
活
動
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
解
団
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

解
団
式
で
は
、
一
年
間
の
活
動
の
感
想

が
一
人
一
人
述
べ
ら
れ
、
聴
診
器
で
木
の

鼓
動
を
聞
い
た
時
の
驚
き
や
、
樹
皮
の
「
樹

拓
」
で
楽
し
く
樹
木
の
違
い
に
触
れ
た
嬉

し
さ
、
ま
た
、
木
工
作
で
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

鉛
筆
を
現
在
も
使
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が

話
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
鉛
筆

作
り
が
人
気
で
し
た
。 

今
後
も
グ
リ 

ー
ン
ク
ラ
ブ
の 

活
動
を
通
じ
て 

自
然
に
触
れ
合 

い
な
が
ら
、
自 

然
の
大
切
さ
や 

楽
し
さ
を
学
ん 

で
ほ
し
い
と
思 

い
ま
す
。
４
月 

の
結
団
式
を
楽 

し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

「各地からの便り」の詳細は 検索 森もりスクエア 

冬
の
ポ
ロ
ト
の
森
を
学
習
し
よ
う 

屈
足
南
小
学
校
で
森
林
環
境
教
育 

平
成
29
年
度
糠
平
グ
リ
ー
ン
ク
ラ
ブ
解
団
式 

解団式での集合写真 

完成した「マイ箸」と記念撮影 

参観者全員で記念撮影 
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お
知
ら
せ 

【
石
狩
森
林
管
理
署
】 

 

３
月
８
日
、
道
央
地
区
の
森
林
整
備
技

術
の
向
上
や
企
業
の
健
全
な
発
展
な
ど
を

目
的
と
す
る
道
央
森
林
整
備
事
業
協
議
会

（
髙
篠
和
憲
会
長
）
と
石
狩
森
林
管
理
署

は
、
北
海
道
に
お
け
る
広
葉
樹
資
源
の
重

要
性
を
踏
ま
え
、
優
良
な
広
葉
樹
資
源
の

育
成
を
促
進
す
る
た
め
の
取
組
に
つ
い
て

覚
書
を
締
結
し
、
調
印
式
を
行
い
ま
し
た
。 

北
海
道
の
広
葉
樹
は
古
く
か
ら
知
名
度

が
高
く
、
家
具

材
や
フ
ロ
ー

リ
ン
グ
材
な

ど
に
北
海
道

ブ
ラ
ン
ド
と

し
て
利
用
さ

れ
て
き
た
歴

史
が
あ
り
、
今

後
も
安
定
的

な
供
給
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
般
、
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
資
源
を
育

成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
道
央
森
林

整
備
事
業
協
議
会
よ
り
、
ダ
ケ
カ
ン
バ
を

主
体
に
更
新
し
て
い
る
二
次
林
に
お
い
て
、

更
新
木
の
肥
大
成
長
を
促
進
す
る
た
め
本

数
調
整
（
抜
き
伐
り
）
を
行
い
、
径
級
の

推
移
な
ど
経
過
観
測
を
行
い
た
い
旨
の
申

し
入
れ
が
あ
り
ま
し
た
。
当
署
と
し
て
も

優
良
広
葉
樹
原
木
の
安
定
し
た
供
給
が
産

業
の
振
興
、
ひ
い
て
は
雇
用
の
創
出
と
い

っ
た
面
で
地
域
に
貢
献
で
き
る
も
の
と
考

え
、
覚
書
を
締
結
し
ま
し
た
。 

今
後
、
融
雪
後
に
試
験
地
の
設
定
を
行

い
、
試
験
研
究
機
関
等
の
指
導
を
得
な
が

ら
道
央
森
林
整
備
事
業
協
議
会
に
お
い
て

10
年
間
を
目
途
と
し
作
業
を
実
施
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
、
調
査
結
果
等
に
つ
い

て
は
、
林
業
関
係
者
等
に
公
表
し
て
い
き

ま
す
。 

【
林
野
庁
】 

林
野
庁
で
は
、
昨
年
４
月
28
日
に
選
定

し
た
「
日
本
美
し
の
森 

お
薦
め
国
有
林
」

を
は
じ
め
と
す
る
各
地
の
森
林
を
貴
重
な

観
光
資
源
と
位
置
づ
け
、
地
域
振
興
に
活

用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
各
種
施
策
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

そ
の
一
環
と
し
て
昨
年
１２
月
１１
日
か

ら
「
わ
た
し
の
美
し
の
森 
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
」
を
開
催
し
、
こ
の
度
審
査
結
果
が

発
表
さ
れ
ま
し

た
。１

，
１
７
４

点
の
応
募
が
あ

り
、
林
野
庁
長

官
賞
、
森
林
管

理

局

長

賞

等
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点
が
選
ば

れ
ま
し
た
。 

北
海
道
森
林
管
理
局
で
は
、

広
大
で
大
変
豊
か
な
森
林
を
国

民
共
通
の
財
産
と
し
て
、
世
代

を
超
え
た
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
持
続
的

な
管
理
経
営
に
努
め
る
と
と
も

に
、
よ
り
豊
か
な
姿
で
次
の
世

代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
を
使
命
と

し
て
お
り
ま
す
。 

北
海
道
森
林
管
理
局
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
内
で
は
、「
公
売
・
入

札
情
報
」「
知
床
世
界
自
然
遺
産
」

「
エ
ゾ
シ
カ
対
策
」「
森
も
り
！

ス
ク
エ
ア
」
「
イ
ベ
ン
ト
情
報
」

等
の
各
サ
イ
ト
内
に
お
い
て
北

海
道
国
有
林
の
情
報
を
お
届
け

し
て
お
り
ま
す
。 

検索 北海道森林管理局 

イ
ベ
ン
ト
情
報
カ
レ
ン
ダ
ー 

北
海
道
森
林
管
理
局
で
は
、
み
な
さ

ま
が
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
に
対
す

る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

北
海
道
内
の
国
有
林
等
で
開
催
さ
れ

る
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
掲
載
し
て
お
り

ま
す
。 

各
イ
ベ
ン
ト
の
情
報
に
つ
き
ま
し

て
は
、
北
海
道
森
林
管
理
局
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
イ
ベ
ン
ト
情
報
カ
レ
ン
ダ

ー
」
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
現
地
の
状
況
等
に
よ
り
内
容

を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

予
め
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。 

広報 「北の森林 国有林」4 月号 

発行 林野庁北海道森林管理局 

編集 総務企画部 企画課 

〒064-8537 札幌市中央区宮の森 

3 条 7 丁目 70 

ＩＰ電話 050-3160-6300
電 話 011-622-5213
F A X 011-622-5194

http://www.rinya.maff.go.jp/hokkaido/ 

覚書の調印式 

広
葉
樹
資
源
の
育
成
促
進
施
業
地
に
関
し
て 

覚
書
を
締
結

わ
た
し
の
美
し
の
森 

フ
ḓ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の 

結
果
発
表

も り 

優秀賞：オニグルミ収穫（札幌市内で撮影）
で

８
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